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株式会社インフォマート  

2007 年 12 月期決算、2008 年 12 月期業績予想ハイライト 

 
表題の件につきまして、以下のとおりご報告申し上げます。 

◆2007 年 12 月期（2007 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 決算  

 金額等 前期比（※前期末比） 

ＥＭＰ事業 1,063 百万円      ＋ 2.2％ 売上高 

ＡＳＰ事業 1,212 百万円      ＋32.6％ 

合 計 2,275 百万円      ＋16.4％ 

経常利益 624 百万円      ＋24.2％ 

FOODS Info Mart 利用企業数 17,033 社 ＋2,869 社(※) 

1 株当たり年間配当金 5,510 円     ＋2,390 円 

   

・「ASP 受発注システム」を中心に利用拡大が進み、「FOODS Info Mart」利用企業数が増加いたしました。また、

利益率の高い「ＡＳＰ事業」の増収及び売上高販管費比率の改善により、売上高経常利益率は 27.4％（前期

比＋1.7％）となりました。 

・｢ＥＭＰ事業｣：「食材甲子園」の拡大により、新規売り手企業数が堅調に増加いたしましたが、小規模売り手

企業のシステム使用料滞納による強制解約等により解約数も増加し、利用企業数は微増となりました。当該対

策としまして「ASP 商談システム（当期 7 月開始）」による商品カタログの増加促進に取り組んでおります。 

  ・｢ＡＳＰ事業｣：「ASP 受発注システム」は、買い手企業 123 社が新規稼動し、利用企業数及びシステム取引高

が増加いたしました。また、「FOODS 信頼ネット」は、フード業界における安心・安全の対応強化を背景に、

買い手企業 26 社が新規稼動し、利用企業数が着実に増加いたしました。  

                                              

◆2008 年 12 月期（2008 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 業績予想等  

 金額等 前期比（※前期末比） 

ＥＭＰ事業 1,198 百万円      ＋12.7％ 売上高 

ＡＳＰ事業 1,542 百万円      ＋27.2％ 

合 計 2,740 百万円      ＋20.4％ 

経常利益 750 百万円      ＋20.2％ 

FOODS Info Mart 利用企業数 19,033 社 ＋2,000 社(※) 

1 株当たり年間配当金 5,680 円     ＋170 円 
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 ・「ＥＭＰ事業」:当期７月から開始いたしました「ASP 商談システム」を当事業として推進いたします。これに

より、新規取引先の開拓の場である「食品食材市場」と日々の既存取引先との商談業務を効率化する「ASP 商

談システム」とを融合させ、フード業界の「商談系システム」として利用拡大を推進し、利用企業における売

上拡大、購買強化、取引関係強化、コストダウン等を実現してまいります。 

・「ＡＳＰ事業」:日々の受発注業務の効率化を実現する「ASP 受発注システム」、安心と安全の仕組みづくりを推

進する「FOODS 信頼ネット」をフード業界の「取引系システム」として利用拡大を継続し、利用企業における

業務効率化、コストダウン等を実現してまいります。  

 

◆2008 年 12 月期の中間期、通期の業績予想について  

 

（単位：百万円）

2007／12期 2008／12期 2007／12期 2008／12期

中間期実績 中間期予想 通期実績 通期予想

売上高 EMP事業 530 520 -2 .0% 1 ,063 1 ,198 +12 .7%

ASP事業 558 702 +25 .7% 1 ,212 1 ,542 +27 .2%

合計 1,089 1 ,222 +12 .2% 2 ,275 2 ,740 +20 .4%

277 248 -10 .5% 624 750 +20 .2%

増減率増減率

経常利益

 

・中間期の業績予想：「ＡＳＰ事業」の「ASP受発注システム」、「FOODS信頼ネット」の利用拡大が成長を牽引いた

します。利益面は、今後のさらなる事業拡大のために実施する先行投資（サーバーの増設、営業人員の強化、

事務所の増床等）によりコストが増加し、一時的に前年同期比で減少となる見通しとなっております。 

・通期の業績予想：上半期の先行投資により、「ＡＳＰ事業」の利用拡大に加え、「ＥＭＰ事業」の「食品食材市

場」、「ASP商談システム」の「商談系システム」の利用拡大も進むことから、売上高、経常利益ともに前期比

で 20％超の増収増益となる見通しとなっております。  

 

[利用企業数：2007 年 12 月期の推移及び 2008 年 12 月期の予想]  

（単位：社）

2006／12末

実績 実績 前期末比 予想 前期末比

EMP事業 売り手 2,153 2 ,164 +11 2 ,764 +600

買い手 2,218 2 ,221 +3 2 ,261 +40

合計 4,371 4 ,385 +14 5 ,025 +640

ASP事業 売り手 9,482 12 ,217 +2 ,735 14 ,117 +1 ,900

買い手 311 431 +120 591 +160

合計 9,793 12 ,648 +2 ,855 14 ,708 +2 ,060

調整値(-) 売り手 700 +700

※ 買い手 － －

合計 700 +700

売り手 11,635 14 ,381 +2 ,746 16 ,181 +1 ,800

買い手 2,529 2 ,652 +123 2 ,852 +200

合計 14,164 17 ,033 +2 ,869 19 ,033 +2 ,000

合計
[FOODS In fo
Mart全体]

2007／12末 2008／12末

 

（※）2008 年 12 月期より｢ＥＭＰ事業｣で、｢ＡＳＰ事業｣からの｢ASP 商談システム等｣を有料で利用する企業の発生を見込

むことから、事業別の利用企業数は、それぞれのシステムを有料で利用する企業数を表示し、全体合計は、重複する

企業数を｢調整値｣として差引き、正味の合計社数を表示いたします。 

以上 
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